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1．は じめ に

　安全色お よ び 安全標識 の 規格は言 語 に依存 し な
い コ ミュニ ケ

ー
シ ョ ン の 手段 と して、国際的 に整合

化 を図る こ とが 求 め られ る。 日本 工 業規格（JIS）な ら

び に韓 国産業規格 （KS）の 安 全色 は 国際標 準化機 構

（ISO）と一
致 して い な い 、　ISO3864・1 の 安全色は赤 、

黄 、緑、青 の 4 色 で ある が
、
JIS　 Z　 9103 な らび に

KSA3502 で は危険 を表すオ レ ン ジ と放射能 を表

す赤紫が 採用 され て い る。

　落合 ・齋藤 （2005 ）は、日本人 学生 を対 象 と し て
、

「日JIS　 Z　9101 に採用 された安全 色 8 色を用 い て 、
潜在危険度 の 評定 を実施 した ． そ の 結 果、JISにお

い て 「危 険 」 を示す オ レ ン ジ の 潜在危険度 の 平均評

定は、黄 よ りも有意 に低 い とい うこ とが明 らかにな

っ た 、 こ の 結果 か ら 、 オ レ ン ジ が安全色 として の 有

効性に乏 しい こ とが示唆され た 。

　 そ こ で 、本研究 は韓 国人学生 を対象 と して 、安全

色 8 色 の 潜在危険 の 程度 にっ い て検討 し、 韓国人 に

お ける オ レ ン ジ や赤 紫 の 有効性 につ い て 検討 を行

っ た。また、色名 と色票 の 2 種類 の 刺激条件 な らび

に警告 表示 への 色 の 利用 を前提 と した 文脈 あ り条

件 と前提 と し な い 文脈な し条件 の 2 種類 の 文脈条件
を設定 し、潜在危険度 の 評定結果 の 比 較を行 っ た。

2．方法

　 2．1 被験者

　 漢陽大学 の 学生 211名、延世大学の 学生 29 名 （男

性 116 名 、女性 124 名） 計 240 名 であ っ た。
　 2．2 色刺激

　 JIS　Z　9103 ならび に KS 　A 　3502 に採用 され て い

る安全色 の 6 色（赤、オ レ ン ジ 、黄、緑 、青、赤紫）

お よ び 対 比 色 2 色（黒、白）を用 い た。色名 と色票 の

2 種類 の 刺激を用 い て、色名群 と色票群の 2 つ の 被

験 者 群 に 割 り当 て た c 色 名 は ハ ン グ ル 文 字 の

Batang 体を用 い て 130 ポ イ ン トで A4 版 の 自紙に

黒字で印刷 した。色票 は、JIS　Z　9103 で指定され て

い る安全 色 の 基 準色 に等 しくな る よ う調色 され た

塗料吹付色紙 （株式会社村上色彩技術研 究所製作）

を使用 した 。 刺激 ご とに頁を分 けて、評定尺度が印

刷 された N7 ．5 の A4版厚口 色上質紙 に 60   × 80  

の 色票を貼付 し、質問紙 を作成 し た。Table　1 に 色刺

激 8 色 の 韓国語 の 色名 と色票 の マ ン セ ル 値を示 す。
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　2．3 手続き

　質問 紙 法 を 用 い た ．評 定 尺 度 は 、Braun 　 and

Silver （1995 ）と 同 じ 5 段階 リッ カ ー
ト尺 度を用 い

た 。ま た 、色名 群、色票群 の 被験者を文脈有 り条件

と 文 脈無 し条件 に 半数 ず つ 割 り 当て た 。潜在危険度

の 評 定後に、各色票 に 対する色名 を同定させた。

丁ablel 色 刺 激 の 色 名 と色 票の マ ン セ ル 値

色 刺激 韓 国語 マ ン セ ル 記 号

red 魁な 7．5R 　4115

oran 薯e 苧屠 2．5YR 　6114
yellOW

L．誹己」o 2．5Y 　8114

9「een
上匚λ 11「　　「 10G 　4110

blue 竍 弓 2．5PB 　3，5〆10
reddish 　purple スト手 2，5RP 　4／12

black 71 ヌ1
口 　　D Nl

white 遇州 N9 ，5

3．結 果
3．1 潜在危険度の 分析

　 8 色 に対する潜在危険度の 評定に 0〜8 の 得点を
与え て 、8（安全 色） × 2 （刺激群） × 2 （文脈条件）
の 3 要因分散分析 を行 っ た 。 その結果、安全色 と朿嫐
群 の 交互作用に有意傾向が認め られた （F （1，236）＝ 3．619，
p ＝ ．058）．また、安全色と文脈条件の 交互作用 に有意差が

認められた （F（1，236＞＝ 4．994，p＜ ．05）。 刺激群にお ける

潜在危険度の 平均評定値を Fig．1 に示 す。
　安全色 と刺激群及び安全色と文脈条件の 交互作用に っ

い て Bonferroniの方法に よ る多重比 較を行 っ た。そ の

結果 、安全色と職嬲 羊の 交互作用では、両刺激群ともに

黄とオ レ ン ジとの 間に有意差が認 め られなか っ た。赤紫、
青、自の 3 色におい て色名群と色票群の 問に有意差が 認

められた。赤紫にお い ては、色名群の 方が色票群よりも

危険度が有意に高い とい う結果が得られた （Fig．1）。安全
色と文脈条件の交互作用で は、赤と黄の 2 色に おい て、
文脈ありの 方が 文脈なし よりも危険度が 高い とい う結

果が得 ら れ た、対 比 色 2 色 に つ い て は 、黒が赤に 次
い で危険度が 高か っ た の に対 し、白は青、緑 と同様

に危 険度が 最も低か っ た。
　3，2 色名に よる色票の 色の 同定

　 自由記述に よ る色票 の 色 の 同定は色票群 の み に

評 定 させ た。そ の 結果 、赤、オ レ ン ジ、黄、青、黒、
臼の 6 色にお い て 80％以 上 の 被験者が 各色相 の 基

本色名 で同定 した。そ の 中で も、黒 と白にお い ては

91％ 以上 の
一

致が見 られた。一
方、赤紫 につ い て は、

‘‘
赤紫

’
と

“
紫
”

と回答 した被験者 の 頻度が ほ ぼ同

じ程度で あ っ た。色名 による色票の 色 の 同定結果を
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Rg1 刺激群における潜在危険度の 平均評定値

Table2 に示す n また、
‘‘
赤 紫

”
と同定 し た被験者群（以

下 、

“
赤紫

”
同定群）と

“
紫
”

と同定 した被験者 群（以

下 、
cc

紫
”

同 定群）の 潜在危険度 に っ い て t 検 定を行
っ た。そ の 結 果、色票 の 赤紫 にお い て 、

“
赤紫

”
同

定群 の 危険度 が
’c
紫
”

同定群 の 危 険度 よ り有意 に高

い とい う結果 が 得 ら れ た （t（100 ）＝ 8．0，pく ．01 ），，
“
赤

紫
”
同定群 と

“
紫
”
同定群 の 危 険度 の 評定値 を Fig．2

に示 す。
“
赤 紫

”
同定群 の 危 険度 の 平均評 定値は色

名 に お け る 赤紫 の 危 険度 の 平均 評 定値 とほ ぼ一致

して い た。

　　　　 Table2 色 名 による色 票 の 色 の 同 定

color 。hip oolor 　name 　idetlfiGatlon

red
赤 （106） つ よい赤 〔5）こい 赤 〔3）明 るい赤（2｝血色 （2＞
強烈 な 赤（1）極赤色 （1）

o 「ange
橙 （83）オ レン ジ（15）み か ん 色   蛍 光 オ レンジ 

明 る いオ レン ジ〔4） こい オ レンジ 〔1）

y巳 1トow
黄qO5）つ よい黄   レモ ン色 （3） こい 黄  イエ ロ

ー
 

明る い黄（2）うす い黄  レンギョウ 花色q）

9「een
緑（68）草緑色（22＞青緑（16）こ い 緑（IO｝うすい 緑（2）

エ メラ ルド色 （1）つ よい緑 （11

blue
青（98）こ い 青（10）っ よい 青（4）海色（2＞空色（2）

くらい 青 （2＞ロ イヤ ル ブル
ー

（1）憂うつ な青（」）

reddish 　purple
赤紫（54〕紫（48＞明 るい 赤紫（7）つ よい 赤紫（3）
紫み の ピン ク（3）うす」、赤 紫  その 他  

blaGk 黒 （117）無 彩色   こい 黒 〔1）光 沢 黒（1）

wh 詫e 白色（110 ）White（5）純由色（3）きれ い な色（1）無色（1）

　4，考察

　潜在危険度の分析 よ り、オ レ ン ジ の潜在危険度は 、
黄 との 問に有意差が認 め られ なか っ た。オ レ ン ジは、
従来 JIS な らび に KS で 「危険 i を表す色 と して 用

い られ て きたが、日本人学生 を対象 と した落合 ・齋

藤（2005）や、中国人学生 を対象 と し た落合 ・船越 ・

豊 田
・齋藤（2006 ）の 研 究と同様に、韓国人学生にお

い て も、黄よ り高い レベ ル の危険を表す色 と して オ

レ ン ジを用 い る こ と が 不適切で あ る こ とが示唆 さ

れ た。
　
一

方、赤紫にお い ては、色名 の 方が色票 よ りも危

険度が 高い とい う結果 が得 られ た。また、t 検 定を

行 っ た 結果、
“

赤紫
”

同定群 の 方 が
“
紫

”
同定 群 よ

りも危険度が有意に高 く、色名群 の 評 定値 とほ ぼ
一

致 して い た一赤紫 にお い て こ の よ うな相違 が見 られ

た点に つ い て は、記憶 色 に よ る 影響が考 え られ る。
　落合 ・齋藤（2005）で は、口本人学生 の 大 半が赤紫
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fig2
“
赤紫

”
同定群ど

’
紫
”
同定群の t 検定結果

（2．5RP ）を
“
紫

”
と同定 した結果 か ら、安全色 の 赤

紫 は 紫 み 寄 りの 色 と し て 認識 され 、日本 人学 生 の 記

憶色 と
一
致 して い な い 可能性 を指摘 して い る n しか

しなが ら、本研 究 で は、
CC

赤紫
”

1司定群 と
“

紫
”

同

定群 に 二 分 された。すな わ ち 、韓 国人学生 に お い て

は、2．5RP に近似 した色を赤紫 の 記憶 色と して持つ

群 と 2．5RP よ り赤み 寄 りの 色 を赤紫 の 記憶色と し

て 持 っ 群 に分 か れ る傾 向 が 見 られ た 。
こ の こ とか ら、

韓国人学生 の 間 で は、日本 と異 な り、赤紫 の 記憶色

に 相違が存在す る こ とが示唆 され た、また、色名 に

お ける赤紫の 危険度は
“
赤紫

”
同定群 の 危険度 とほ

ぼ
．
激 し て い る。す なわ ち、色名 の 赤紫 に おけ る 記

憶色 は
“
赤紫

”
同定群 と同様 に 2．5RP に 近似 した色

と して 記憶されて い た 可能性が あ る と考え られ る。
赤紫 の 評定 で 色名 と色 票 の 間に相違 が見 られ た点

に つ い て は、色票の 2．5RP に っ い て
“

紫
”

と同定 し

た 被験者群の 危険度が相対的に低 い た め 、色名に お

け る 赤紫 の 危 険度 よ り 色票 の 危 険度 が 下 が っ た こ

と が 要因 と して 考え られ る。
　ま た 、色彩感情に 関す る 日韓比 較研究 （李、2001 ）

で は 、安全色 の 赤紫の 近似色 で ある 10P4112 に つ い

て 、韓国人 は 日本人 よ り暖か く評価 して い る こ とが

示 され て い る。10P4112 の 色は、本研 究で用 い た

2．5RP4112 と同 じ ト
ー

ン 領域に属 し て い る こ とか ら、
安全色の 赤紫に対する色彩感情につ い て 、口韓 の 間

に相違 点 が ある と予測 され る。今後、色彩認 知に関

する H 韓比較検討 を行 う必 要 が ある と考え られ る。
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